
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

コメント

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

令和３年３月１日（月）
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◎保護者アンケート「児童は自分の考えを表現している」の項目では、４段階評価
の上位２位の割合は、前年度７５．２％から８２．６％であった。
・萩中小の地域材を使っての学習を積極的に取り入れている。多摩川の干潟を活
用した授業を実施し、学習発表会で学習の軌跡を発表している。
・ICTサポーターと連携し、タブレットを効果的に活用し、プログラミング学習の実践
も行っている。デジタル化により学習を視覚化し、映像や写真を活用したり、内容を
全体で共有したりして子どもの思考を活性化させている。
・月１回、朝の時間に、「人権教育の時間」を学年単位で必ず実施した。また、人権
集会を行っている。今年度は「障がい者理解」について学びを深めた。さらに、人権
担当教員が研修した内容はOJTとして、回覧や連絡会での報告が実施した。
・学年別に体育朝会を実施し、臨時休業に低下した体力の回復を図る運動や多様
な動きをつくるための運動を実施した。
・「萩中対話タイム（HTT）」では、アクリルパーテーションを設置して実施している。
発達段階に応じ、昨年度までの実践をもとにした題材をさらに工夫を加えて、ペア
やグループ等では意欲的な話合いが実現できた。児童は、この萩中対話タイム
（HTT）の時間をとても楽しみにしている。10月30日の研究発表会にて実践報告を
行い、対話タイム集を配布した。

・児童は自分の考えをきちんと友達に伝
え、友達の考えも尊重しながら議論しよう
と心掛けている。萩中対話タイムの成果
が出始めていると感じる。
・学校から提供された資料、研究発表会
での説明から、萩中対話タイムなど、
様々な取組がしっかりとなされていること
が伝わってきました。
・萩中対話タイムの取組はとてもよいと思
う。
・多摩川干潟の自然研究に取り組んでい
ることは大変すばらしいことです。東京港
にそそぐ川でも数少ない貴重な所です。
・一人一台のパソコンが配備され、今後
ICTの活用がさらに求められて、先生方
のご苦労も並大抵ではないと思うが、新し
い時代を生き抜く力を養う教育をお願いし
たい。

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

◎保護者アンケート「自分からすすんで挨拶をしている」の項目では、４段階評価の
上位２位の割合は、前年度７８．４％から７８．８％であった。

・毎月の生活指導主任会や小中一貫教育の日に近況を報告し合っている。学校間
で話し合う必要があった際にもすぐに、学校間で連絡を取り合って解決している。
・メンタルヘルス調査後、該当事項に当てはまる児童と面談を行う。面談を行い、児
童に寄り添うことで児童の悩みなどを詳しく知ることができている。
・毎週の生活指導連絡会で各クラスからの報告を行って、全教員に周知している。
・生活指導連絡会で気になる児童の報告を行い、全職員に周知している。不安を訴
えた児童には管理職が面談などを行っている。
・「萩中１０の約束」は児童が完全に理解しているため、児童同士で注意する環境
ができている。そのため、約束を守れなかった児童はすぐに担任に連絡が行き、早
い段階で指導ができているので、規範意識を育めている。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補
習を実施する。
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未
来
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造
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る
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供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

保護者アンケート「児童
は自分の考えを表現して
いる」の肯定的な評価（４
段階上位２位）の割合

４：９０％以上

３：８５％以上

２：８０％以上

１：８０％未満

【追加】児童が自ら考え、話し合う中で、よりよ
く生きていこうとする素地を養う。特に、朝の時
間に行う「萩中対話タイム（HTT）」の充実を図
る。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・大変厳しい状況下で教員がしっかりと対
応していたことが感じられました。今まで
の取組を見てきた者としては、学校とし
て、子どもにとっても教員にとっても普通
の環境で研究発表会を開催させてあげた
かった。
・コロナ禍による学校休業期間の過程に
おける学習の進め方は、先生方も難し
かっただろうし、家庭でも非常に難しかっ
た。逆に学校があることがいかにありが
たいかを痛感し、先生方への感謝の思い
が強まった。

◎保護者アンケート「勉強が分かり、学力が付いている」の項目では、４段階評価
の上位２位の割合は、前年度８４．５％から８４．６％となり、わずかに目標に届かな
かった。約３か月の臨時休業期間も影響したと考えられる。
・個人面談では、萩中学習の記録や大田区学習効果測定の結果をもとに児童一人
一人のつまずきや、できていることについて丁寧な説明ができた。また、学校再開
後の取組について説明し、保護者の不安を軽減することに努めた。
・算数ステップ学習により、各単元の習熟状況を確認し、補習が必要な児童に指導
することができた。また、算数ステップ学習シートにより、保護者にその様子を知ら
せた。
・毎週放課後の算数補習、年６回の土曜日補習を通して、学習にへの戸惑いのあ
る児童に手厚く指導することができた。
・授業改善推進プランを各学年、各教科主任が発表して全教員で成果と課題を確
認した。ホームページや保護者会を通して、各学年の取り組みを丁寧に周知した。
・校内研究では、対話活動に力を入れて取り組んだ成果を研究発表会にて報告し
た。また、理科教育推進拠点校として、校内や地域の自然環境を生かした体験学
習や理科授業充実のための校内研修会を行った。

・先生方のすばやい行動力、また、子ども
たちも萩中10の約束を理解して守られて
いることは大変良いと思います。
・臨時休業でメンタル面等、家庭だけでは
厳しいこともあったかと思いますが、様々
な立て直しは教員の尽力があったことと
推察します。子どもたちの通学風景、元
気な姿から学校が落ち着いていることが
伝わってきます。
・今後、区がいじめ対策推進条例や不登
校対策基本方針を策定する予定と伺って
いるので、児童の幸福を念頭に置いた対
応をお願いしたいと思う。

・コロナ禍で困難な状況の中、規則正しい
生活の啓発や体を動かす機会を作ってい
ただいてありがたかった。
・広い校庭を十分活用している。
・

・全クラスの出入り口のドアを外し、換気
に配慮した距離感、環境に十分な気遣い
が感じられました。
・研究発表会に参加させていただき、先
生方の研究発表を拝聴したが、日頃の熱
心さがうかがえる内容で大変感銘を受け
た。
・教職員の努力を感じます。
・改善されてきています。

◎保護者アンケート「教職員は、子どもの学習意欲を引き出す手だてを工夫してい
る。」の項目で、４段階評価の上位２位の割合は、前年度９３．１％から９４．５％以
上であった。
・区内研究発表を参観した教員が自校の連絡会で報告したり、校内研修を開催し
たりし伝達することができた。
・サポートルームの先生、カウンセラー、特別支援コーディネーター、養護教諭、各
担任、管理職情報交換を行うことができた。また、具体的な個別の支援方法を提案
したり、職員会議で共有したりして、細かな支援に取り組むことができた。
・マスク着用での生活で会話が制限されていることを考慮し、廊下や階段の踊り場
スペースに季節、学校、環境、文化、言語等に関するクイズを掲示し、児童の興味
関心を高める掲示の工夫を行った。
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スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

【追加】「萩中小１０の約束」の日々の徹底によ
り、規範意識を育む指導を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

【追加】環境整備部が中心となり、教室や廊
下、階段などの掲示内容を定め、意図的・計
画的に環境を整える。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

【追加】校内研究と連動した授業改善に励み、
対話力を高め、深い学びにつなげる授業展開
を創造する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

保護者アンケート「児童
は元気よく挨拶をしてい
る」と回答した割合（４段
階上位２位）

４：８０％以上

３：７５％以上

２：７０％以上

１：７０％未満

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

◎保護者アンケートにより、「教育方針や教育活動を保護者に分かりやすく伝えて
いる。」の項目で４段階評価の上位２位の割合は、前年度９５．６％から９６．６％で
あった。
・学校ホームページで学校生活の様子を毎日記事にして更新した。また、例年のよ
うに来校できない保護者や地域の方々に向け、行事の様子や日常の学習の様子
を動画で紹介した。
・地域教育連絡協議会は、予定していた年３回から１０月の研究発表会参加と、３
学期の協議会という開催となったが、学校の取組、成果を報告し、意見を伺った。
年度末には評価を依頼し、次年度の教育活動に活かしている。また、保護者アン
ケートを実施し、その結果も反映させている。アンケートの回収率は99%である。
・来校者の制限をする中で、学校支援地域本部を中心に図書やガーデニングなど
のボランティア活動の支援が充実させた。また、地域力を生かした活動として多摩
川、６年の歴史の学習を行った。今年度もゲストティーチャーを招き、講演や実技体
験を通して学習を深めることができた。
・ほぼ全家庭が緊急連絡システムの登録を行い、ホームページと合わせて、緊急
時の連絡体制が整備できた。

・コロナ禍で学校での子どもたちの様子を
参観することもできない中、毎日のブログ
の更新や動画の公開などで子どもたちの
様子がよく分かった。学校の自己評価は
もっと高い評価でよいと思う。
・様々な情報で先生方が大変頑張ってい
ることは存じ上げています。制約、制限の
中で、これからまたあたらな取組も出てく
るかと思います。先が見えない中、子ども
たちの学力、体力、心の成長、育成と求
められるものは厳しい中でも今まで以上
になるかもしれません。感謝しかありませ
ん。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

【追加】配信メールを活用し、学校からの必要
な情報を迅速かつ正確に伝える。また、学級
からの学級通信や担任からの電話連絡を
日々行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。
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児童数は２６３名で、１２学級である。教員数は１９名で、本校が初任校である教員が全体の約半数である。
　①隣接している都立つばさ総合高等学校と区立出雲中学校との交流活動や連携した取組を行っている。
　②学校自然園や萩中公園などの自然環境を生かした学習活動、登校班による集団登校や縦割り班活動、ボランティアによる学校支援が充実している。
　③「令和元・２年度 大田区教育委員会教育研究推進校」「理科教育推進拠点校」として、研究主題「対話力を高め、学びを深める児童の育成　～授業マネジメントを核にして～」を掲げ、今年度１０月３０日に研究発表会を開催する。

保護者アンケート「学校
は、教育方針や教育活
動を保護者に分かりや
すく伝えている。」の肯定
的な評価（４段階上位２
位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

令和２年度　大田区立萩中小学校　自己評価　報告書

プ
ラ
ン
５
　
魅
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あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

大項目

保護者アンケート「教職
員は、子どもの学習意欲
を引き出す手だてを工夫
している。」の肯定的な
評価（４段階上位２位）の
割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

保護者アンケート「教職
員は、健康で安全な学
校生活を送るための指
導をしている。」の肯定
的な評価（４段階上位２
位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

保護者アンケート「子ど
もは、勉強が分かり、学
力が付いている。」の肯
定的な評価（４段階上位
２位）の割合

４：８５％以上

３：８０％以上

２：７５％以上

１：７５％未満

3

◎保護者アンケート「健康で安全な生活を送るための指導をしている。」の項目で、
４段階評価の上位２位の割合は、前年度９５．６％から９７．８％であった。

・主として個人で取り組むことができる運動に特化し、学年別体育朝会を実施した。
休み時間にも運動に取り組める場を設定し、体力向上を図った。
・生活リズム調査を学期ごとに１週間に渡って行うことで、児童の生活習慣を把握
し、指導や改善に当たることができた。また、望ましい生活習慣への意識が高まっ
た。

3

4

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

【追加】体育授業地区公開講座等を開催し、
児童が運動への関心を高めて楽しさを感じ、
進んで運動に取り組む意欲を高める。


